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『ジ ャ ッ プ の 収 容 所 』 紹 介

　　　　　　　一第皿部一

　　　 JaρCamρ 一Translation　 and　 Annotation　 of

Selected　 lnterviews　 with　 Citizens　 of　Owens　 Valley

　　　　　　　　　　　　　　　　　　-Part　 N皿一

　 池 田　 年 穂

Toshiho　 IKEDA

　 During　 WW　 II,some　 l　l　O,000　 Japanese-Americans,

two-thirds　 of　 whom　 were　 American　 citizens,　 were

intemed　 in　ten'Relocation　 Camps.,　 First　settled　 and　 the

most　 famous,　 Manzanar　 camp　 was　 constructed　 in

Owens　 Valley,　 Califbmia.　 So　far,　quite　 a　few　 interviews

with　 Japanese-American　 intemees　 have　 been　 conducted.

It　 seems,　 however,　 to　 be　 rather　 difficult　 to　 find

documentation　 of　interviews　 with'ordinary℃aucasians

who　 lived　in　Owens　 Valley　 during　 the　period.

　 The　 Califbrnia　 State　 University　 Fullerton　 Oral

History　 Program,　 of匠cially　 inaugurated　 in　l　967,　 keeps

the　 tapes　 and　 its　 documentation　 of　 nearly　 2,000

interviews.　 As　 to　Japanese　 evacuation　 and　 relocation,

Prof　 Arthur　 A.　 Hansen　 and　 his　 staff　 began　 to

concentrate　 on　 it　in　 l973.　 Their　 eff()rts　 inevitably

included　 the　interviews　 with　 Caucasians　 living　 in　Lone

Pine　 and　 Independence,　 both　 situated　 in　Owens　 Valley

and　 only　 several　 miles　 from　 Manzanar　 camp.

　 The　 text　 used　 fbr　 translation　 is　 Camp　 　and

Co〃z〃zz〃ziりy:ハ4anzanar　 and　 the　O「レレens　地11《 ソ,1978&

2004,CSUE　 The　 title　of　the　book　 was　 originally/4ρ

Camρand　 was　 changed　 to　 the　 title　above　 due　 to

opposition　 and　 chalges　 fr()m　a　group　 of　Japanese-American

militants.　 Three　 interviewees　 will　 be　 introduced　 in

this　 article:Afemale　 involved　 in　the　 construction

stage　 of　the　 camp.　 A　 Caucasian　 man　 and　 his　wife　 of

Chinese　 descent.　 Readers　 might　 refer　 interest　 to

another　 book,　 Roger　 Axf()rd,　 Too　 Long　 Silent:

ノ吻 αηθ8θ一Americans　 Speak　 Out,1986,　 which　 contains

interviews　 with　 Japanese-American　 intemees　 and

whose　 translation　 was　 published　 by　me　 in　l　991.

緒 言 　 CSUFの オ ー ラル ヒス トリー ・プ ロ グ ラ

　　　　　ム に つ い て

　二十世紀 に入 って 「録音」とい う技術 が誕生 した

お陰で、イ ンタ ビュー が社会学的研究 の重要 な武器

の一つ とな った。

　カ リフォル ニ ア州 オ レン ジ郡 に位 置 す るカ リ

フォルニ ア州立大学 フラー トン校(CSUF)の オー

ラル ヒス トリー ・プ ログ ラムは、1966年 に講義形

態 と して始ま り、翌1967年 に公的 に発足 している

[山倉明弘 は、『史學』第六七巻 、第二号(1998年

3月)の27頁 で、 下記 のよ うに述べ ている。

日系 アメ リカ人の体験 に関す るオ ラル ヒス トリー

採取が一九六〇年代 に始ま り、七〇年代 にはい くつ

か優 れた研 究が発表 された とい うものの、一 九八〇

年代 まで は強 制収容 体験者 自身の忌 まわ しい過去

を忘れ た い とい う抑 制 の お か げ でオ ラル ヒス ト
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リー採 取の作業 はそれ ほ ど進 まなかった。その流れ

が劇 的 に変わ るのが 、一 九八 〇年 代 であ る。 アー

サー ・ハ ンセ ンはカ タル シス となった出来事 と して、

(一)戦 時強制 収容 は米 国政府 の主張 して きた軍 事

的必要性 でな く人種偏 見、戦争 ヒステ リー、政治的

指 導性 の欠 陥 が原 因 であった とい う一 九八二年 の

バ ーンスタイン委員会報告 、(二)そ の報告 に基づい

てバー ンス タイ ン委員会 が一 九八三年 に行 った国

家 謝罪 と一人二 万 ドル の賠 償 の勧 告 の二つ を挙 げ

た。それ 以来、続 々 とオ ラル ヒス トリー採 取 とそれ

を基 に した研 究が進んでい る。 …池 田註]。 ケース

によっては20時 間にまで及ぶ2,000人 近い個人 と

のインタ ビュー、延べ に して3,500時 間以上のテー

プが保管 され てい る上、48,445頁 の文書 と して記録

され てい る。イ ンタビュイー らのイ ンデ ックス も、

504頁 にのぼ るShirley　E,　Stephenson,　 Oral　H競o型

Co〃ection,1985(以 下OHCと 略記)と してま とめ

られ てい る。

　 その中で もと りわけ筆者 の関心を惹 くのは、1972

年 にアーサー ・A・ ハ ンセ ンを長 としてか ら、よ り

精力 的に進 め られ る事 となった、第二次大戦 中の 日

系米 人強制 収容 につ いて のイ ンタ ビュー(『 エ ス

ニ ック ・スタデ ィーズ』部 門の中の 「日系米人 史」

プ ログラムに含 まれ る)の 数 々であ る。筆者 の調べ

では、インタ ビュイs-一一・iは140人(同 席者 は除 く)、

インタ ビューの時期 も1966年 か ら1984年 にまた

がってい る。因み に年度毎、性別、 日系かそれ以外

かの別 につ いては下のよ うになる。

1966年6名 、　 1968年1名 、

1972年9名 、　 1973年51名 、

1975年3名 、　 1976年17名 、

1978年16名 、　 1979年2名 、

1982年3名 、　 1983年4名 、

1971年 　 6名

1974年13名

1977年 　 1名

1981年 　 3名

1984年 　 5名

(不詳1名 、1981年3名 の内1名 は1982年 に もイ

ンタ ビュー を受 けている)

　

　

詳

系

男

女

不

日

　

　

(

非 日系

86名

53名

1名)

90名

50名

　ユニー クな点 は、当然 と言 えば 当然 と思 えるが、

日系米人 のみ でな く白人(コ ーケイ ジァン)、 それ

も強制 収容 に直接 には関 わってい なか った一般市

民へのイ ンタ ビューが多数含 まれてい る事で ある。

第二次大戦 中10あ った リロケs-一一・iション ・セ ンタ・一一一・

の内、最 も名高いの は、最初 のセ ンター でもあった

マ ンザナーで あろ う(そ れ に次 ぐの が、合衆 国政府

への 「不忠誠者」を中心 に再組織 され たツール レー

クか と思 う)。 マ ンザナー収容 所が事前 の予告 もな

いまま建設 された地元のオー ウェンス ・ヴァ レー の

住民、ほ とん どはそれ迄 日系米人 に関心す ら抱 いて

い なかった住 民の反応 を うかが うのに最適 なイ ン

タビューが、無論イ ンタ ビュイー各 々の収容所や被

収容者 へ の意識 や 関わ りにはか な りの深 浅が あ り

はす るが、このCSUFの オー ラル ヒス トリー ・プロ

グラムの コ レクシ ョンの中にい くつ も見 出 し得 る。

　 こ とオー ラル ヒス トリー について は、最新 のもの

が最善 とは限 らない。筆者 も数次 にわた り日米加三

国でオー ラルイ ンクァイア リー を試みて きたが、年

月 と共 に経験者が物理的 に存在 しな くなった り、知

的 に衰 える例は多い。また、後年 になって種 々雑多

な情報 や知識 が入 った ものを あた か も 自らの体験

の よ うに錯覚 した り、自分 の経験やそ の折 の感覚 を

自分の人生 のパースペ クテ ィヴの中にではな く歴史

のパー スペ クテ ィ ヴの 中に過 度 に整理 して配 列 し

た り 「合理化 」した りす る事 も、ある程度 は避 け ら

れない。また、高齢者 によ く見 られ るが、信慧性 を

高 めよ うとい う意識か らか、年月 日等デ ィテール に

非常 な こだ わ りを見せ る事 もある。 但 し、イ ンタ

ビューはイ ン タビュイー の話 の矛盾 を指摘す る事

に 目的があ る訳ではないので、裏付 けや訂正 のない

ま ま録 音 され てい く事 にな る。更 に、イ ンタ ビュ

アーが 白人で あるか 日系で あるか、はたまた 日本 か

ら来た研 究者で あるか によ り、イ ンタ ビュー の内容

にニ ュア ンスの差が生 じる可能性 も高い。勿論、イ

ンタ ビュアー の側 の視 点や態 度 もイ ンタ ビュー の

成否 に影 響 を与 える。完全 にニ ュー トラル なイ ンタ

ビュアー とい うものは存在 しないが、時 として 自分

の歴 史理解やステ レオ タイプ に とらわれて、イ ンタ

ビュイー を誘 導 した り、質 問の内容 を 自主規制す る

事もあ り得 る。これは1991年 に筆者 が翻訳を刊行 した
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Roger　Axfbrd,　 Too　Long　 Silent'■apanese-Americans

Speak　Out,1986、 邦題 『リロケs-一一・iションー 日系米人

強制収容 の証言』西北出版 、の 「訳者 あ とが き」に

も記 した事 だが、一世の中には、 トラウマチ ックな

体 験 を過 小評価 しよ うとす る心理 メカニズ ムを見

せ る者 もいれ ば、社 会学的な レフ ァレンス ・グルー

プの求 め方 によって は 『キ ャンプ生活 は ヴァケー

シ ョン じゃった』と表現す る者 もかな りいたが、一

般 にそ う した発 言 は 日本 人 研 究 者 のイ ン タ ビュ

アーには好 まれ ない。

　 日系米人 強制収容 について言 えば、「公民権運動」

とい う全米 的な分水嶺 を越 え る前 と後 では、ター ミ

ノ ロジー さえ異 なって くる。そ の一つが 「ジ ャップ」

とい う呼び方 であ る。ジェシー ・ギ ャレッ トとロナ

ル ド・ラー ソンは1977年 、第二次大戦 中にオー ウェ

ンス ・ヴァ レ・一一一・の住民だ った 白人達(1人 、夫妻の

内の妻 の方 が中国系)へ のイ ンタ ビューを20抜 き

出 してCamp　 and　 Community!Manzanar　 and　the

Owens　 Valleyと して刊行 した。ところが、これは元々

抑Camp,『 ジャ ップの収容所』 とい うタイ トル で

あ り、その タイ トルで広告 も うたれ ていた ものが、

前年1976年 に一部の 日系市民活動家か らの強硬 な

申 し入れ に よ り変 更 され た ものである。その顛 末 自

体極 めて興 味深 く、我が国 におけ るパ ラ レルな問題

と重 ね合 わせ る事 も出来 よ うが、詳細の紹介は他の

機会 に譲 る事 とす る。

　 合衆 国の六〇年代 は、公 民権運動 、ベ トナム反戦

運動 、反 公害運 動の三つの運動で記憶 され るで あろ

うが、ジャ ップ とい う言葉 を用 い るのは(ニ ップ も

同様)そ の時代 背景の 中では 当然忌避 され るよ うに

なっていた。それ で も、例 えばア グニ ュー ・メ リー

ラン ド州知事 の1968年 の副大統領 選挙キ ャンペー

ンの途 中での 日系二世 ジー ン ・オオイ シ に対す る

「フ ァッ ト・ジャ ップ」発 言の よ うに、深刻 な 「失

言 」事件 もお きてい る(詳 しくは、当事者 に よ り、

In・Search(～ズH∫ro3尻1988、 翻 訳は 『引 き裂かれたア

イデ ンテ ィテ ィ』染矢清 一郎訳 、岩 波書店 、1989

年 、の中に書かれてい る)。 本稿 で紹介す るイ ンタ

ビュー の中では、Japと い う語は、ア ンナ ・T・ ケ

リーの話の 中に引用 として出て くるのみであ るが、

イ ン タ ビ ュー集 全 体 の 中 で は少 しの底 意 もな く

ジャップ とい う表現が用いられている例が見受け

られる。無論、底意のなさにこそ未だ意識が改めら

れぬ証 しがあったと見る事も出来ようが。

本文

　 ア ン ナ ・T・ ケ リ ー 、ベ シ ー ・K・ ペ ドノ ー と フ

ラ ン ク ・L・ ペ ドノ ー 夫 妻 の 三 人 に 対 す る イ ン タ

ビ ュ ー を 以 下 に 紹 介 す る 。 ち な み に 、(15)、(16)、

(17)は 、 「『ジ ャ ッ プ の 収 容 所 』 紹 介 」 第 一 部 か ら

の イ ン タ ビ ュ イ ー の 通 し番 号 に な っ て い る 。

(15)ア ンナ ・T・ ケ リー とのイ ンタ ビュー。Kが

　　　イ ンタ ビュイーのア ンナ ・T・ ケ リー、B、

　　　 Hが それ ぞれ イ ンタ ビュアー のデイ ヴィ ッ

　　　 ド・バー タニ ョー リとアーサー ・A・ ハ ンセ

　　　ンを さす。

H:ア ンナ さん。この近所、ロー ンパイ ン とイ ンデ ィ

　 ペ ンデ ンス に近 い所 に転 住収容 所 がで き る と

　　い う事 につ いて、あなたが何 らかの情報 を得た

　　のはいつ で したか?

K:そ うですね、多分実 際の建設 が始 まる6ヶ 月前

　 位 だった と思 います。

H:何 らかの形 で建設作業 に関わってい らしたので

　 す か?

K:あ た しは応急手 当て の小屋 を切 り盛 りしてま し

　　た。収容所 を建設 した5つ の建設会社全部 の保

　　険 を担 当 していた太平洋損害保 険会社(Pacific

　 Indemnity　Company)の 応急手 当の係 だったので

　 す。

H:被 収容者 の内で誰 か収容所建設 に関わった人 は

　　いま したか?

K:い い え、その日寺点ではいませ んで した。彼 らが

　 行 った建設 といえば、公会堂 な どを 自分 たちで

　 建 てた時だけです が、それ はもっ と後 になって

　　の事 です。収容所そ のものの建設 には彼 らは参

　 加 していませ ん。

H:建 設会社が どこか ら来た厨 卸存知ですか?　 ロサ

　　ンゼル スを基盤 に していた もので しょ うか?

K:主 力建設会社 はグ リフィス社 だった と思 います。
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　　はっきりしないけど。ずいぶん昔の事ですから。

　 それか ら配管、屋根葺き、電気工事など下請け

　　がいたはずです。でも主力 となる建設会社は、

　　ロサンゼルスのグリフィス社だったと思います。

H:下 請けとい うのは地元の人達でしたか?

K:い いえ、人間も会社も、どれも南カ リフォルニ

　　アか らやって来ま した。

H:近 隣の地域の人々は、どの位の規模で大工や鉛

　 管工な どとして雇われたんで しょうか?

K:え え、あれは大変な突貫工事でとても急いで建

　 設 しなければならなかったものですか ら、誰で

　　もその気があれば仕事に応募できました。でも

　 労働者の大半は郡の外か ら来た と思います。

H:近 隣の町であるn一 ンパインやインディペンデ

　　ンスの経済に何 らかの影響があった と思いま

　 すか?

K:影 響がない訳があ りませんでした。補給の必要

　　があ りま したか ら。

H:ど のような形で、反映されていたのが分か りま

　　したか?　 収容所のおかげで生活 のレベルが

　 上がったような人々が見受けられましたか?

K:い え、それはありません。収容所建設用の資材

　　はすべて持ち込まれた と思います。つま り当時

　　は必要なだけの量を供給す るだけの大きな店

　　はこの地域にはなかったので、地元で調達され

　　たはずはないだろうとい う事です。すべてが持

　　ち込まれま した。建設時の唯一の影響と言えば

　 収容所で働いていた人が町で買い物をす る事

　　だけだったで しょうね。

H:警 備員な どとしての雇用はどうでしょうか?

　 地元の人でそ うい う事に関わった人 もいたの

　　ではないか と思 うんですが?

K:そ れはその通 りです。ですが警備の仕事はもっ

　　と後になって出てきた と思います。

H:お 話 しになっているのは初期の段階、建設の初

　 期だけとい う事ですね?

K:え え建設の初期の事です。

H:利 益などがあったかどうか知ろうとしている

　　のは、地域によっては転住収容所が自分たちの

　 所へ設 け られ るよ う張 り合 った所 も実際 に

　　あった としば しば言われているか らです。と言

　 　うの も、御存知 のよ うにああい う収容所 は、総

　 投資額 として時には400万 か ら500万 ドル にの

　 　ぼる高額の金 を必要 としま したので。 しか し、

　 そ うい う金 の大部 分 は ロサ ンゼル ス の建 設会

　 社へ環流 して しまって、地元 には実際 には全 く

　 入 らなかった とおっ しゃるのです ね?

K:そ の通 りです。この地域へ の経済的影響 とい う

　 事 に関 して言 えば、恩恵 の最大 のものは収容所

　 　が建設 され てか ら後 の事 だ と思い ます。 そ う

　 　なってか らは、地元住民 もあそ こで色 々な役 目

　 　で働 きま したか ら。でも建設時 には違い ま した。

H:こ の地域の人々 が、マ ンザナー に収容所 が設立

　 　され る事 になっ た と知 った 時の態度 を思 い 出

　 　して頂 けます か?

K:彼 らは大反対で した。

H:反 対 を示す何 か特別 な例 とか示威行為 な どを覚

　 　えてい らっ しゃいます か?

K:い い え。つ ま り示威行為 とかそ んなものは何 も

　 　なか ったで しょ うね。 ただ意 見だ けだ った で

　 　しょ うね。

H:た とえば市場 な どで は どん な種類 の意見 が流布

　 　して いま したか?　 店 へ入 った り人 と喋 った

　 　り していて気 付 いた一般 的 な感 情 を何 か覚 え

　 　てお いでです か?

K:そ う、た とえば 「ジャ ップの奴 らめ(the　 da㎜

　 Japs)。どうして俺達 が奴 らを抱 えこまなきゃな

　 　らんのだ」 とい うよ うな調子 で した。 この田舎

　 　では支 配的だ ったのは恐怖だ った と思います。

　 何 と言 って も戦 時中です し、人 々は恐慌 をきた

　 　していま したか ら。恐怖 とい う点 ではこの田舎

　 　も、南 カ リフォル ニ ア も変 わ りなか ったの で

　 　しょ う、そ うで なけれ ばああ した事 は決 して起

　 　こ らなか った はず です。 何故 って、あの人達 、

　 　日系米 人はア メ リカの市民だ ったんです か ら。

H:ご 自身で収容所 に入 って行かれた り、収容所で

　 働 かれ た りして ど うで した か?　 収 容所 がつ

　 　くられ て10,000人 もがそ こに収監 され る とい

　 　う噂 を耳にす るだけでな く、発足 当初 の 日系人

　 　の到着 を 目の 当た りにす る機 会 を得 られ た訳

　 　で しよ う?

K:最 初の 日系人が到着 した時 には、あた しはそ こ
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　　にいま した。意 見ね え…意見について話 してい

　　たんですわね。きっぱ り言 っ ときます けど、収

　 容所 建設 に携 わっ ていた 人間達 はた だ も う同

　 情 してま した。と りわ けあんなひ どい状況下に

　 収容所 に押 しこまれてい った人達 には、これ以

　　上ない くらい 同情 してま した。だって、最初の

　 集団が収監 された時 には、受 け入れ準備 もま る

　　で出来ていなか ったんです よ。

H:バ ラ ック もまだ建 っていなかったんです か?

K:そ れ はないわね、バ ラックがい くつか建っては

　　いま した。 だ け ど、扉 も窓 もついて なかった。

　 建設会社の人達が夜遅 くまで働 いて、何 とかい

　　くつ か のバ ラ ックを戸締 ま りで きる もの に し

　　て、い くらかの 日本 人 を雨露 を しのげ るよ うに
　 　 　 　 い

　　中に入れたんです。女 、子供、お年寄 り、みん

　　ないたわね。人間社会の断面だ ったわ。

H:春 の事 で したか?

K:え え、早春 ね。

H:3月 頃で したか?

K:え え、早春だ ったわ。とって も寒 くて風 も強 く

　　てね。 とって もいや な天気だ った わ。

H:あ なたの よ うにあそ こで働 いていた 白人に対 し

　　て、日系米人の反応 は如何で したか?　 あなた

　　に敵意 を示す よ うな事は?

K:と んで もない。敵意なんて これっぽっ ちも感 じ

　　なか ったわ。あた しはあの人達 とあま り接触が

　　なか ったわ。と言 うの も、応 急手 当の小屋は正

　　門 の外側 に あって 、そ こに は、製 材用 の 台が

　　あった り、材木 が積 み上 げ られ てい た りで ご

　　ちゃ ごちゃだ った …それ に、小屋 は東側 に あっ

　　たんだ けど、建 物はみんなずっ と離れた西側 に

　　あ りま したか らね。日系人にはそ うた くさん会

　　う機会 がなかったわね。 ほ とん どなか ったわ。

H:マ ンザナー には どの位 お られ ま したか?

K:2ヶ 月半で した。

H:そ の後 は何 をな さっていたんです か?

K:も うあそ こでは働 かなかったわね。働 こ うと思

　　えば働 けた け ど、断 ったんです よ。

H:最 初 の年 の終わ り、1942年 の12.月 、パールハー

　　バー の 日の前 日に当った ん じゃない か と思 い

　　ますが、マ ンザナーで ある程度 の規模 の暴動が

　　起 きて、日系人が2人 死 に、10人 が負傷す る と

　　い う事件 が あっ たの を覚 えてお られ るので は

　　と思 うんです が。イ ンデ ィペ ンデ ンスの町でそ

　　の事件 に対 して何 らか の種類 の反応 が あ った

　 事 を覚 えてお られ ます か?住 民 は暴動 に気付

　　い ていま したか?

K:勿 論気付 いていま した。だって、騒 ぎを起 こ し

　　た人 間達 を排 除 して事態 が掌握 され るまで、保

　 安 上 の見地 か ら日系人 の一部 が収容 所 か ら出

　　され てデス ヴァ レー の方 に連 れて行 かれ ま し

　　たか らね。でも、マ ンザナー で起 きたのはそれ

　　一 回き りだったわ。

H:暴 動で町 の住民 の側 に不安 が広 が りませ んで し

　　たか?　 郡 の どこで も新 聞 は こぞ って取 り上

　　げたので しょ う?

K:そ うね、取 り上げない訳 はなかったわね。そ ん

　　な事 に煩 わ され ない とい うのが少数 で、ほ とん

　　どの住 民はまた怖 くなったで しょ うね。

H:あ なた は仕事 をお辞 めになった後、も う収容所

　　には行 かれ なかった?

K:そ うね。で も、そ う言 った ら不正確 か しら。事

　　態 がす っか り落 ち着 いてか ら、日系人 とまだそ

　　こに いた建設 関係者 との問 で 日曜 日ご とに野

　 球 の試合 があったの。 二回は出かけたわね。

H:い く人かの人 に聞いたのですが、収容所 で雇 わ

　 れ た 白人 の教 師達 がイ ンデ ィペ ンデ ン スや

　　ロー ンパイ ンにや って来 る と、反感 がひ ど く、

　　 「日本人贔屓(Jap　 lovers)」 と呼ばれ た りした

　　し、食事 を出 して くれ ない レス トランもあった

　　そ うですね。実 際そ うだったのです か?

K:あ る程度 は事実で したけ ど、そんなには。そ う

　　ね え、ここは小 さな町だ し、住民 も変 わ らない

　　わ…っ ま り、頑迷 だ し、事実 を深 く掘 り下げよ

　　うとかそ うい う事 は しませ ん。無知 が非難 を助

　 長す るのね。

H:何 か非難の特別な例を覚 えておいでですか?

　　自警団活動はありましたか?

K:と んでもない、知 りませんわ。自警団活動なん

　　てまるで思い出せません。どうしても忘れ られ

　　ない事が一つありますけど、とりわけて悲 しい

　　思いをしましたよ。陸軍にいたんで合衆国の制
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　 服 を着た 日系人の若者が一人、休 暇で帰省 した

　　のね。家族 がみんなマ ンザナーに入 っていたの

　　よ。勿論、その兵隊 も海 外に送 られ る事になっ

　　てい た。 マ ンザナー に家族 に会い に来 たのね。

　 住民 は 、 と りわ けロー ンパイ ンの住 民 は愚 か

　　だったか ら、家族 は収容 所にい るんだか らとい

　　うので、その若い兵士が休暇の間ず っ と、収容

　 所 か ら出て町 にや って来 るの を許 さなか った

　　の よ。で も、その若者 はアメ リカの兵士だ った

　　の よ。こ うした感 情が あった とい う事 をあなた

　 方 に伝 えたいの よ。簡単に説 明は出来ない けど。

H:な るほ ど、緊 張感 があったんです ね。

K:そ うなの よ。

H:そ れ に、先 程話 に出て きた恐怖心 もあった と。

K:収 容 されて る人達が大変な給料 を払って貰 って

　　い るとか、王侯 の よ うな生活 を してい るといっ

　　た類 の噂話 もた く さん あった わ。 事 実 じゃな

　　かったの に。

H:住 民の感情 を推 し測 るのに こ うした噂は大事だ

　　と思いますので、噂話 について も う少 し思い出

　　して頂 けますか?　 その人達 は、日系人達は配

　　給 され た食 料 …砂糖や 肉な どを食 べ てい たん

　　だ と感 じていたんですか?

K:え え、一人 あた しの知 ってい る人がいて、収容

　 所の あ ら探 しを して、収容者 の暮 らし向き、持

　　ち物、食 べてい る物 なんか について、散 々好い

　 加減な事 を言 って ま した よ。自分が買い溜 めす

　　るよ うな人間だ ったの にね。

H:買 い溜 めを してたんです か?

K:そ うです。

H:そ れ じゃ、い くらか偽 善的だった と。

K:全 くの偽善者 で したよ。つま り、その人間の場

　 合が典型 とい う訳で、そんな連 中はた くさんい

　　たわね。

H:そ うした噂は町の住 民のほ とん どに広 く信 じら

　 れていた とお考 えで しょうか?

K:残 念な事にその種の噂が信 じられていたのは本

　　当だ と思います。始ま ったばか りの頃は、あた

　　し達 は事 態 をき ちん と した ものに しよ うと し

　　てみんな忙 しか った け ど、仕 事の勢いが治まっ

　　て くる と、自分 自身で多少情報 を掘 り下げ る機

　 会 が持 てま した。そ うした人達 が しゃべ くって

　　いた情報 も、口に していた事 も、どれ もこれ も

　　嘘 っぱちで した。収容所 には、ロサ ンゼル ス総

　 合病院 で内科 ・外科 両方 を担 当 していたモ ト博

　　士 の よ うな知 的専門職 の人達 がいま した。マ ン

　　ザナー の病 院で働 いていま したけ ど、シェー ビ

　　ン グ ク リー ムや 化 粧 用 石 鹸 とい っ た も の を

　 や っ と買える程度 の月18ド ル を貰 っていただ

　　けで しょ う。

H:お 話 しにな ってい るの は、おそ らくゴ トー博士

　　の事 じゃあ りませ んか?

K:い い え、モ ト博 士で したよ。モ トに間違 いあ り

　　ませ ん。[ミ スター ・モ トか らの類推 の可能性

　　があるのでは と推測 され る…池 田註]

H:と 言 うの も、ジェームズ ・ゴ トー博士 とい う人

　　がいたか らなんです が。ひ ょっ として彼 の事で

　　はないか と思 ったものです か ら。

K:そ うね、間違 ったか も知れ ないわ。お っ しゃる

　 通 りか も。いずれ にせ よ、そ の当時 ロサ ンゼル

　　ス郡総合 病 院で働 いて いた とて も有名 な内科

　　医で した。病院 の名前 はも う変 わっているかも

　　ね。だ けど、ほか の知的専 門職 の人 も…看護婦 、

　　法曹界 の人 間、教員 …みんな月 に最 高で12ド

　 ル だったん じゃないか しら。それ でも とても喜

　　んでま したよ。持 っていた物 はみ んな没収 され

　　て しまっていたんでね。

H:た くさんの住民 がそ うした状況 に個人的 な接触

　　を持 たなかったのに比べ 、収容所 と直接接触 が

　　あった とい う点 で、あなた の立場 は少 し異 なっ

　　ていたんでは と思 います が?

K:え え、そ うね。だ け ど、外部 の人 間達 に話 そ う

　　として も、あた しの言 う事 を信 じは しなかった

　　で しょ う。話す のがあなた だった としても信 じ

　　なかったで しょうよ。例 えば、今話 したよ うな

　　とんで もない事態 が起 きた のよ…戦 時 中だ し、

　　非 常時だったのよ。あなた が どっちだ と判断 し

　　てもいいけ ど、善 かれ悪 しかれ 、時 の権力者達

　　が 「我 々は収容所 を建設 し日系人 をそ こに押 し

　　込 めなけれ ばな らない」 と言 うのだか ら、や っ

　　ぱ りや らなきゃいけない事 だったの よ。いい事、

　 べ 一 カーズ フ ィール ドか ら派 遣 され て きた組
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　 合の代表がいたわ。人類 の誉れ とな る事 をす る

　　タイプ じゃなか ったわね。いずれ にせ よこの人

　 物 と来た ら…っま り、あた しの応 急手 当の小屋

　　が ここにある とした ら、ちょっ と前に話 した 中

　 核 とな る建 設 業者 グ リフ ィス社 の 中央事務 所

　　がそ こにあったわ。そのバ ラックみたいな建物

　　の端 に給与支払い窓 口が あって、週 ごとに給与

　　が支払われていた。この人物 ときた ら、いつで

　　もその窓 口のす ぐ脇 に立 っていた のよ。収容所

　　の人 達 は僅 か ばか りのお金 の ため に惨 めな ほ

　　ど働 いていた。建設 に携 わっていた人達は ほと

　　ん どが、とて も気の毒 に思 っていたの よ。その

　　日系人達 に同情 してたわ。ところが この人物 と

　　きた ら給与支払い窓 口の脇 に立 って、日系人の

　 労働者 達が給与小切手 を貰い に来 る時、組 合の

　 バ ッジを着 けてい ない と、 「いいか い君 、僕 が

　 君の小切手 を現金化 して あげ よ う。も し僕が君

　　の小 切手 を現金 化 して君 の組合 費 を取 ってや

　　らなか った ら、君 は明 日は働 けないんだぜ。」

H:え らく抜 け 目のない男 です ね。

K:ひ どい もの よ。誰 もがそいつの事 を嫌 っていた

　　し、頭の上に何 か降って くればいいの にと願 っ

　　ていた。で も、あた しの思 うところでは、最悪

　　だ ったの は、組 合のオル グが収容所に入って き

　　た事 ね。 グ リフ ィス社 で の トップが何 て名 前

　　だったか思い 出せ ないわ。随分経って しま った

　　し、考 える事 もなか ったか ら。 いずれ にせ よ、

　 そ の男 はあ る 日救急 手 当の小屋 にや って来 て

　　こ う言 ったわ。 「アンナ、おた くにゃ私 が今 何

　　を見つ けてきたか分 かるまいね。」 それ であた

　　しは尋ねたの よ、「何 を見つ けたの?」 「おた く

　　もカム フ ラー ジ ュ用 のネ ッ トの事 を知 って る

　　だ ろ う。」 日系人 はカ ムフ ラー ジュ用 のネ ッ ト

　　を作 っていたの よ。それ程お金 にはな らなかっ

　　た けど、や る事が あって喜んでいたわ。政府 の

　　た めに カム フラー ジ ュ用 のネ ッ トを作 ってい

　　たの よ。何 とか して、組合 オル グが2人 、収容

　 所 に入 ったのね。みんなは、ど うやって入れた

　　か分か らなか った け ど。だ って、衛 兵が固 めて

　　い る正門が あったの よ。出入 りには、パスだ何

　　だ と必要だ ったの よ。 ともか く、2人 組 合オル

　 　グが入 って行 って、ネ ッ トを作 っている所 に行

　 　きあわせ た。そ こで一歩踏み込 んで、そ の仕事

　 　を して い る人達 をオル グ し よ うと した の ね。

　 　 (笑い)馬 鹿馬鹿 しいった ら!　 そ んな話 にも

　 　出 くわ したの よ。

H:収 容所 に どうや って入れ たのか不思議ですね。

K:結 局分か らなか ったわ。フェンスをす り抜 けた

　 　んで しょ うよ。

H:そ の2人 は、カ ムフラー ジュ用 のネ ッ トの製作

　 所 に い る 日系人 をオル グ しよ うとし始 めた ん

　 　ですね?

K:そ う。そ この 日系人達 はほ とん ど無給 に近 い形

　 　で働 いていたのよ。収容所 は、ほぼ完壁 に 自給

　 　自足 出来 てたの よ。何 故って、ベアズ ・ク リー

　 　クや シ ェパー ズ ・ク リー クか ら水 が引 けた し、

　 収容 所 に供給 す るた めの水 を貯 え るのに必要

　 　とした大 きな貯水池 も出来 ていた。10,000人 分

　 　のために造 られ たんだけ ど、8,000人 位 しかい

　 　なか ったん じゃ ないか し ら。 大 きな貯水 池 を

　 造 って、引き入れた水 の一部 を収容所 で使 って

　 　いたわね。それ か ら、一部 はク リー クか ら灌概

　 用 に放水 してい た。 収容 者達 は立 派 な菜 園 を

　 持 っていたわね。

H:も うです か?　 初 めの2、3ヶ 月 の内にです か?

K:そ うね 、始 め られ る よ うにな った ら直 ぐにね。

　 家禽や豚 なんか もいた し。実 際、マ ンザナー で

　 生 産 され た食 糧 がか な り他 の収容所 に送 られ

　 　たの よ。

H:町 にも出荷 されま したか?

K:い いえ。勿論 、町 の住民 は盗 んではいたけ どね。

　 　 (笑い)

H:盗 んだんですか?

K:政 府 のプロジェク トの どれ とも似 たよ うなもの

　 　よ。 そ こで働 いている者達 が…

H:え っ、プ ロジェク トで働 いてい る人間が?

K:そ う、そ こで働 いて いる 白人達 がぶつ を持 って

　 帰 るの よ。

H:ア ンナ、収容所 を辞 めた後 、何 を され ていま し

　 　たか?　 イ ンデ ィペ ンデ ンスの町 で働 いて い

　 　たのです か?

K:そ うね、 この角 に43年 間いるのよ。主人 とあ
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　　た しで1931年 に始 めたの よ。

H:こ こでガ ソリンスタン ドを開いたんです ね?

K:え え。主人が結婚す る1年 前 にここにやって来

　　たの。ガ ソ リンス タン ドはそれ よ り10年 前か

　　らあったわ。お話 しした よ うに、あた しはマ ン

　　ザナーの仕事 に引 っ張 られたの。分か るで しょ。

　　みんながマ ンザナーの仕事 に就いたの よ。手助

　　けもなか った し、労働 力 を必要 と してた。それ

　　で、あた しも仕事 に就いたの。そ こを辞めて直

　　ぐに他の仕事 に引 っ張 られて、イ ンヨー郡の生

　 活保護 の責任者 になったの。主人が養 って くれ

　　る と判断す るまでその職 に就いた のよ。男達が

　　戦争か ら帰 って来た ら、辞任 を認 めて貰 えると

　　思った しね。

H:そ れ じゃ あ、 あなた はマ ンザ ナーを辞 めた後、

　　イ ン ヨー郡 の職 員 と して働 いていたんです ね。

K:マ ンザナーの後 でね。

H:ロ ー ンパイ ンやイ ンデ ィペ ンデ ンスの住 民で 日

　　系人 に好意的 に反応す るか も知れ ない者 に、一

　 般 か らの圧 力 がか かった とい う記 憶 が あ りま

　 すか?　 転住 収容所 に 日系人 を収容す る事 で、

　　あなたは 日系人の代弁 を した り、政府 に批判的

　　になっ た りは しな いはず だ とい う暗 黙の 了解

　　の よ うな もの は あ りま したか?　 そ うい った

　　暗 黙 の 共 同謀 議 の よ うな もの を御 記 憶 で す

　　か?

K:あ た し自身は 目の 当た りに した ことはないわ。

　　だ けど、ちょっ と前に話 した とお りあた しは毒

　　舌家だか らね。あた しが恐れず立 ち向か うとい

　　うので、みんな もあた しのあ ら探 しをす るのに

　　は及び腰だ ったわ よ。その上、あた しは情報通

　　だったか ら、みんな にも、あた しが収容所やマ

　　ンザ ナー の住人 につ いて本 当の事 を知 ってい

　　るのが分か っていたの よ。

H:あ なたは、第二次大戦 中もガ ソ リンス タン ドと

　　は多少な りとも関わ ってお られたんですか?

K:勿 論 よ。

H:旅 行者 もここを通って行 ったで しょ う。そんな

　 旅行者 にとって、収容所の どんな部分が好奇心

　　をか き立てたんで しょ うね?

K:ほ ら、人間て 自動車 に乗 ってい る時 には、催 眠

　 術 にかかっているよ うじゃない。収容所 の側 を

　 通 り抜 けていったた くさんの人達 も、収容所 が

　　そ こにあ る事 に気付 き さえ しなかった よ うよ。

　 勿論 、マ ンザナー には仰 々 しい所 はなかった し、

　　大 きな看板 なんかもなかったわ。

H:監 視塔 はい くっか あ りま した よ。

K:え え、監視塔 はあった わ。だ けど、す ごいス ピー

　　 ドで掠 めて い く と、それ にも気付 か ない もの

　　だったわね。

H:イ ンデ ィペ ンデ ンスや ロー ンパイ ンで、恐怖心

　　とい うの は大 きかった で したか …たぶ ん あな

　　たは ロー ンパイ ンについ て述 べ る事 は出来な

　　いで しょうけ ど、周辺地域 はど うで したか…収容

　 所が解体 された後 、日系人が この辺 りに留まるん

　　じゃないか とい う恐れ はあ りませ んで したか?

K:恐 らくね、でもあた しはそれ ほ ど知 らない のよ。

　　お話 ししている よ うに、あた しには他 に仕事 も

　　あった し、それ にかか りき りだったの。週 に七

　　日間 も働 いたのよ。一緒 に働い てい た人や知人

　　だけ じゃな くて、あた した ちみ んなが戦 時下 の

　 状 況 で何 とか事態 に対 処 してい こ うとして 目

　　が回るよ うだったわ。ほ ら、ガ ソリンや何 かも

　 配給制 だった し、だ か ら…例 えばあた しがデ ス

　　ヴァ レーに出かけなきゃな らない となる と、行

　　き着 くだけで も大変 だったの よ。ねっ、そ んな

　 種類 の ことよ。

H:地 元 の住民 が招待 された よ うな何 らかの種類 の

　 催 し物 が収容 所 で開かれ た の を覚 えて お られ

　　ます か?

K:勿 論!　 い っぱい あ りま した よ。そ してた くさ

　　んの住 民が出かけたわ。後 になって、事態 が落

　　ち着 いてか らだけ どね。

H:時 々は、お返 しに 日本人が町 に出て来 るのを認

　　めた ことは?

K:思 い出せ ないわねえ。 日本人 は、収容所 の中に

　　いなけれ ばな らなかったんだ と思 うわ。日本人

　　が町 に出て来 るの を認 めた こ とは思い 出せ な

　　いわ。だけ ど、 日本人の 中で も、パ スを持 って

　　いる者 がいたか も知れ ないわ。分 か らないわね。

　 確 かな ことは言 えないわ。

H:こ の辺 りの住 民の多 くが、収容所 の設置 の前 に、
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　　日系米人、あ るいは 中国人 とか フィ リピン人 と

　　い った アジア 人 を見 か けた こ とが あ る と思 わ

　 れますか?

K:そ うね、一帯 には、中国人 が三 、四人 かな。 日

　 本人 も同 じね。イ ンデ ィペ ンデ ンスホテル に長

　　い間、中国人 コックが働 いていたわ。鉄道駅 に

　　は、 日本人 の職長 も一人 いた しね。ほ ら、この

　 辺 り一帯 に狭軌の鉄道が走 っていたの よ。それ

　　で、日本 人の職 長が一人 とその下 にいた 中国人

　　労働者 が一人いた ってわ けね。だか ら、地元住

　　民が、アジア人をま るで知 らなかった とい う訳

　　ではなか った。だ けど、た くさんはいなか った

　　の よ。黒人 と同 じよ。一人か二人はいたで しょ

　　う。勿論、 これは30年 前の事 よ。

H:戦 争 前 には、 この一 帯で強 い反 日本 人感情 が

　　あった とご記憶ですか?

K:と んでもない。戦争前 には、かけ らもなか った

　　と思 い ます わ。 明確 な反 ア ジア感 情 とか そ う

　　い った ものは何 も思い出せないわ。

H:こ の一帯が実際にかな りの程度観 光業で保 って

　　いた とい う意味で、矛盾 の よ うな もの を感 じま

　 すが。

K:仰 る通 りね。

H:そ れで、戦 時中は、観 光業はかな り衰 退 した と。

K:そ うなったわね。

H:皮 肉なな りゆき じゃあ りませ んか?

K:本 当にね。

H:さ て収容所 での体験 か ら話 を進 めま しょ う。覚

　　えておいでで しょうか?　 昨年、1973年 の春 に、

　 収容所の外 に記念碑が建て られ、記念の銘版 が

　　置かれた。アメ リカ社会のい くつかの要因か ら

　 収容 所 が存 在 して しま った事 を示 す もの で し

　　た。 「人種 差別 、 ヒステ リア、経済 的搾 取」 に

　　ついて述べ られています。銘版 の設 置 に対す る

　　この辺 りの反応 を何か ご記憶ですか?

K:反 対意 見 とい う事?

H:え え、反対意 見 とい う事 です が。

K:そ れ に対す る反 対意 見は知 らないわね。あ った

　　のか も知れない。だ けど、銘版 の献納式が あっ

　　た とい うので、反対意見が吹 き出たなんて知 ら

　　ないわね。ほ ら、バス に乗った人達がやって来

　　た。 日本 人、 白人 、みんな よ。 この郡一帯 か ら

　　もね。

H:地 元紙でその事を取 り上げた記事を見ましたか?

K:覚 えていないわね。何 にせ よ、反対意見 が地元

　 紙 に載 る とは思 えないわね。

H:『 チ ャル ファンプ レス』紙 をお取 りです よね?

K:そ うよ。 ロー ンパ イ ン、イ ンデ ィペ ンデ ンス、

　　ビシ ョップ、ブ リッジポー トの町 々の新 聞はみ

　　な 『チャル ファンプ レス』紙 が印刷 しているの

　　よ。

H:そ れぞれ版 は違 うんです ね。だけ ど、基本的 に

　　は、町毎 に一ペ ージ 目を変 えるだけですね。

K:え え、 フロン トペー ジをね。(笑 い)

H:『 チャル フ ァンプ レス』紙が、1940年 代 に収容

　 所 の存在 に対 して とってい た態度 を ご記 憶 で

　 す か?

K:思 い 出せ ない わ。分か らない し、当時 『チャル

　　ファンプ レス』紙 に立場 なんて ものがあったの

　　か しらねえ。この新 聞は、どんな立場 も取 らな

　　い んで知 られ ていたのよ。言 わん とす る ところ

　　を分 かって下 さるわね。

H:か な り煮 え切 らない編集 方針 だ った?

K:ず っ とそ うだ ったわ、ええ。実際 、最近 になっ

　　て、過去 のいつ にもま して 明確 な立場 を取 るよ

　　うになっているのよ。議論 を呼ぶ よ うなものは

　 何 も取 り上 げなかったの よ。

H:私 は、話題 にすべ き事 を全部 は取 り上 げていな

　　いのでは と思 うので、貴方 に体験 したすべ てを、

　 収容所 で働 いた経験 、収容所へ の地域社会 の対

　 応 な どにつ いてす べて を振 り返 って頂 きた い

　　んです が。そ して、思い 出す のに必要 とお考 え

　　になる ことを、この機会 に何 も彼 も議論 して頂

　　きたいのです が。

K:確 信 してい るんだ け ど、暢気 なメキシコ人 な ら

　　兎 も角 、ほかの民族 な らば、一個 中隊 くらいの

　 兵 士達 に よって鉄 条網 の 中に大人 し く収 容 さ

　 れ た りしないで しょ うね。あた しに言 わせれ ば、

　 収 容 され て いた 日本 人 の タイ プ を よ く物 語 っ

　　てい るわ。最初 に収容 所 に到着 し始 めた頃 は、

　　日本人 達の顔 を見れ ば、そ りゃ怯 えていたわ。

　 恐れ 、疑 いを持 っていた。ほ とん ど諦 め切 って
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　　いた者 も多か ったわ。前途に何 が あるのか って

　　ね。持 って いる物 は、何 も彼 も没収 され た。生

　 活す る場 さえあるか どうか分か らない。だ けど、

　　日本人達 は、そ ういった事をみんな乗 り越 えた

　　の よ。建設 会社 が喜んで呉れてや るよ うな材 木

　 や金属のか けっぱ し、このあた りに生 えていた

　 植 物、それか ら器 用 さだ けで、バ ラックの 中で

　 使 う家具 を作 って しま った。小川 が流れてい る

　　小 さな公園 を造 って、日本風の橋 を架 けた しね。

　　このあ た りに生 えてい る植 物 はそ のま ま生 や

　　していた。だって、ほ ら、初 めは ほか に利 用で

　　きるものがなか ったか ら。行 ける時 には、外の

　 砂漠 に出か けて行 って、山ん 中に入 って、サボ

　　テ ンや野生の花 を持 ち帰 って、バ ラックの戸 口

　　に植 えて綺麗 に見せた りね。今 で も1脚 椅 子 を

　 持 ってい るわ。前 は、4脚 あったんだ けど。 収

　 容所が閉鎖 され、日本人達が皆いな くなって し

　　ま うと、そ こにあった ものを売 りに出 したのね。

　　日本人が木材の切れ っ端か ら作 った椅子 を4脚 、

　　1脚1ド ル で買ったの よ。実際、長い間 このテー

　　ブルの周 りに置いて、4脚 とも使 っていたの よ。

H:こ んな物 を政府 が競売 に付 したんです か?

K:そ うね、特 に競売で はなかったか も知れ ない。

　　そ こに売 りに出されていたの よ。競売だったの

　　か もね、何 たって政府 の所有物 だ ったんだか ら。

　　あそ こで本 当に競売 が あった のか ど うか思 い

　　出せないわ。

H:政 府 が売 りに出 した?

K:そ うよ。

H:ロ ー ンパイ ンで元はマ ンザナーのバ ラックだっ

　　た建物 をい くつか見てます よ。ああ した もの も、

　　この辺 り一帯 に点在 して い るんで しょ うか?

　　イ ンデ ィペ ンデ ンスに も、い くつか あ ります

　　か?

K:イ ンデ ィペ ンデ ンスにあ るか ど うか分か らない

　　わね。だけ ど、気が付かないのか も知れない し。

H:壁 や何 かはかな り手 を加 えてあ りま したが。

K:そ うね 、す っか り変 え られて るのね。今 ではア

　　パー トにな ってい るのが 一軒 あ るか も知れ な

　　い。あの建物がそ うか もね え。はっ き りしない

　　け ど。

H:日 本 人が出て行 った後 、マンザナーで、あなた

　　が仰 っ て い た よ うな家 具 や 何 か を 同 じ様 に

　　買 っ てい る町の住 民 をた く さん見 か けま した

　　か?

K:え え、見か けた わ。あた しは、保存 して くれ る

　　ん じゃないか と思 って、ここイ ンデ ィペ ンデ ン

　　スにある東部 カ リフォル ニア博物館 に3脚 は寄

　 贈 したの よ。

H:博 物館 であなた の寄贈 した 内の1脚 を見 た と思

　　います よ。簡 単 な注釈 がつ いてい て、 マ ンザ

　　ナ ー戦 時転住 収容所 の被 収容者 が作 った と書

　　い てあ りま した。

K:嬉 しい わね。収容 されてた 日本人達 が どうや っ

　　て色 んな事 に我慢 で きてい たの か分か らない

　　わ。だって、ほ ら、バ ラ ックで使 われ た木材 は

　　生 乾 きだ った上 に、 こ こは乾 き切 った 土地 で

　　しょ。乾 いているか ら、どうなって しま うかお

　 分 か りよね。直 ぐに乾燥 しきって、大 きなひび

　　が入 るの よ。タールペーパーで覆 ってい たのよ。

　　そ う建築 用 のペー パー よ。屋根 葺 き用 のペー

　 パー で さえな く、重 い黒い タールペーパー だっ

　　た。収容所 では、いつ でもそ のペーパー を使 っ

　　ていたわ。板 がひ び割れ る と、ペーパー にもひ

　　び が入 って しま うか ら、雨風が入 って しま うの

　　よ。 それで も、そ こで暮 ら してい たんだか ら。

H:多 分三分 の二 かそれ以上 もがアメ リカ の市民権

　　を持つ人 達 をマ ンザナ ー に押 し込 め る とい う

　 事 が、合衆 国の民主主義的 な体制へ のあなたの

　 信頼 を損 なった りは しませ んで したか?

K:民 主主義的 な政治へ の信頼 を損 なった とは思 わ

　　ないわ。だけ ど、アメ リカ の歴史 の中で最大 の

　 汚点 の一つ だ と考 えてます。だけ ど、民衆 って

　　のはあんな風 だか ら、パニ ックになるボタンを

　 押 した ら、 どんな事 態 も生 じ得 るの よ。また 、

　　起 きる可能性 があるわ。

H:息 子達 に戦死 された 町の住民 は どうで したか?

K:ひ どく憎んでいた者 もいた し、そ うでない者 も

　　い たわ。 ほ ら、許 した り、理解 した り…

H:現 在 このイ ンデ ィペ ンデ ンスに 日系米人 が住む

　　とした ら、幸せ に暮 らせ るで しょ うか、それ と

　　も彼 らに対す る反感 がまだ残 っています か?
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K:勿 論、も し住みたいのな らここで暮 らせます よ。

　　ほ ら、た くさんの人達が亡 くなったか ら　　 当

　　時あそ こで働いていた人達や、とて も頑 迷だっ

　　た人達は、年配者 だったか らも うこの世にいな

　　いか らね。若 い部類 の人達はた くさん引っ越 し

　　て行 って、も うここにはいない し。この町の住

　 民 は、顔ぶれ が とて も変 わって しま った の よ。

H:戦 争前 よ り人 口は増 えま したか?

K:い いえ、人 口はほ とん どと言って言い程 変わ ら

　　ないわね。

H:1,000人 くらい?

K:た ぶん、今現在 では、誰 も彼 もひっ くるめれば、

　　1,200人 か ら1,500人 はい るん じゃないか しら。

　　だ けど、今増 えてい るのは、南カ リフォルニア

　　の引退 した人間達が流れ込んでい るのね。町の

　 様子が変わ ったわね。

H:イ ンデ ィペ ンデ ンスは、ロ・一・ンパイ ンとは違っ

　　た種類の町 に見 えますね。ロサ ンゼルスか ら来

　　る引退 した人間は歓迎 されていますか?

K:そ うね、歓 迎 して るか してないか ど う言った ら

　　いいのか しらね。疎まれてい るのは、引退 した

　 人達が、手 に入れ られ る土地か家、あ るいはそ

　　の両方 を買 って しま うので、ここで生計 を立て

　　て い る者 達 には余 り残 らない って点 だ と思 う

　　わ。そ んな気分 はあるで しょうね。で も、同時

　　に、ここでお金 を費って呉れ るとい う単純な理

　　由か らこの小 さな 町の経 済 を活 気づ けて もい

　　る。だか ら、釣 り合いが取れてい るの よ。

H:そ うす ると、前に気づいたの と同 じよ うな皮肉

　　な事態ですね。

K:え え、前 に話 し合 ったの と同 じね。 ただ…

H:再 度、戦前 の状況 に話 を戻 しま しょう。イ ンデ ィ

　 ペ ンデ ンス について少 し話 を しま した よね。イ

　　ンデ ィペ ンデ ンス の町 を動 か してい た重要 人

　 物達の小 さなサー クルが あ りま したか?

K:え え、あ りま した よ。いつで も、い くらかの重

　 要人物達がいます よ。

H:最 初 の入植者 達の家族 といった類 のです か、そ

　 れ とも実業家達ですか?

K:そ うね え。 イ ンデ ィペ ンデ ンスに関す る限 り、

　 全階層 を含 んだ もの と言 え るか も。 こ こには、

　 　ロサ ンゼル ス市水利 エ ネル ギー局 の本部 が あ

　 　ります。本部 がある上 に、郡庁所在地 でもある

　 　わね。ず っ と昔 のよ うには、牧場や何 かは周 り

　 　にない し、牧場 に携 わっていた人達 は、引っ越

　 　したか、町 に移 って商売替 えを したんで しょう

　 ね。だけ ど、町 を実際 に動か してい るのは、シ

　 　ヴィ ック ・クラブ と呼ばれ ているわ。昔 、コマー

　 　シャル ・クラブ として始 まったんだけ ど、そ の

　 　内に名前 を変 えたの よ。このシ ヴィ ック ・クラ

　 　ブには、誰 で も入 れ るわ。 コマー シャル ・クラ

　 　ブは、実業家の クラブね。昔 は、町 の事 に とて

　 　もよ く目を配 っていたの よ。あた しがまだ子供

　 　の頃 よ。ずっ と昔の話ね。それか ら、実業家や

　 知 的専 門職 の組織 だった コマー シャル ・クラブ

　 　は、ち ょっ と格 が落ちたのね。 とい うのも、知

　 的専 門職 で も、実業家 でもない人達 を受 け入れ

　 　たか らね。

H:ク ラブ にですか?

K:ク ラブ にです よ。それで、ほ ら、イ メー ジが変

　 　わって しまったのね。今で も時折 り実業家 がシ

　 　ヴィ ック ・クラブの会長 をや って るはず よ。

H:振 り返 ってみて、イ ンデ ィアンへ の態度 はいか

　 　がで したか?　 イ ンデ ィアン達 は、町に適応 し

　 　ていま したか?

K:こ の地域で、イ ンデ ィアンがこれ までも疎外 さ

　 れ てきた とは言 えない と思 う。あた しの考 えよ。

　 　あた しはイ ンデ ィア ンの子供 達 と学校 に通 っ

　 　たの よ。 あた しと同年輩 のイ ンデ ィア ン達 は、

　 水利エネル ギー局 で働 いた り、郡や州 に勤 めた

　 　りしてたわ。あた し達み んな と同 じよ。良い教

　 育 を受 けていた者 もた くさんいた しね。

H:彼 らの社会的地位 は、この町 では 白人 と比較 し

　 　て高 かった と言 われ ます か?

K:今 の話?

H:当 時です。

K:当 時ね?　 当時 はそれ ほ ど高 くなかったかもね。

　 　でも、今 を さす な ら明 らかに変 わってるわ。つ

　 　ま りね 、ずっ と昔、初 めの頃 はね、あた しのバ

　 　スケ ッ トを編 ん でいた よ うな年 配 のイ ンデ ィ

　 　アン達 は、自分達 の生活様式が好 きで棄 て られ

　 　なか った って こ とは勿論 覚 えてお いて欲 しい
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　　んだ け ど。あた しの知 ってい るそんな人達の 中

　　には、デス ヴァレーで ウィッキア ップ って呼ば

　 れ る小屋[wikiup、 先住 民の苫小屋 を指す…池

　　田注]に 住 んでる者 もいた。残 りは、デス ヴァ

　　レーのモニ ュメン トが建て られた後、政府 が建

　　てた リハブハ ウス[rehab　houseは 、　rehabilitation

　 houseの 事。「社会復帰用家屋」ほ どの意…池 田

　 注]に 住 んでいたわ。この辺 りでは どの町に も、

　　町 の外 にイ ンデ ィア ンが保 留地 に住 むた め に

　 土地が設 け られてい るわ　　本 物の保 留地 じ・や

　　ない け どね。違 うの よ。小 さな木造家屋 に住ん

　　でいて、とて もよく手入 れ されて るもの もあっ

　　た し、そ うでないの もあった。あた し達 と同 じ

　　よ、ね っ、同 じ事 よ。昔は砦 に小学校があ った

　　け ど、あた しの生まれ る前の ことね。砦に小学

　 校 が一つ とこ こに一 つね。 後 にな る と、イ ン

　 デ ィア ン達 も小学校 に通 うよ うになった。小学

　 校は統合 されたんで、みんな ここの小学校 に通

　　うよ うにな った。イ ンデ ィア ンもね。あた し達

　　のハイス クール に通 って きたの と同 じよ。あた

　　しが学校 に通 ってい る頃 には、学校 で も最高の

　 運動 選手 の 中にイ ンデ ィア ンの選 手 がい くら

　　か入 っていたわね。陸上のチーム とバスケ ッ ト

　　のチームが あった　　あの頃には フッ トボール

　　のチーム はなか ったわね　　あ と野球チーム と

　　かそ んな よ うな もの がね。 イ ンデ ィアン達 は、

　　出来 も良か ったの よ。

H:収 容所 のあった時代 に、イ ンデ ィペ ンデ ンスハ

　 イ ス クール とマ ンザ ナー の若者 達 との問 でス

　　ポー ツ競技会の よ うなものが あ りま したか?

K:マ ンザナーって事?

H:そ うです。

K:マ ンザナーには、野球 チームがあったわね。

H:だ け ど、そのチー ムは、イ ンデ ィペ ンデ ンスの

　　チー ム と試 合 を したので しょ うか?　 ハイ ス

　　クー ル の チ ー ム は 試 合 をや った の で しょ う

　　か?

K:さ あ、知 らない わね。マ ンザナーの学校 と町の

　 学校が試合 を した記憶は ないわね。なかったん

　　じゃないかな。

H:も う一つ質 問 させ て下 さい、ア ンナ さん。大変

　 　な恐怖 心があったので しょ うか?　 つま り、こ

　 　のイ ンデ ィペ ンデ ンスにはお よそ1,000人 の人

　 　口があ り、ロー ンパイ ンの町 もここ と比べ てそ

　 れ ほ ど大き くない…

K:同 じ位 よ。

H:戦 時下 に、そ の二つ の町の ち ょ うど真 ん 中に

　 　10,000人 もの人 口のある町が出来 た。何 か起 こ

　 　るん じゃ ないか とい う隠れ た恐怖 心が あ った

　 　ので は?　 イ ンデ ィペ ンデ ンス の住 民 に とっ

　 　ては 、緊迫 した 時期 だ った ので はあ りませ ん

　 　か?

K:人 に よっちゃ、緊迫 してる と感 じたで しょうね。

　 恐れ てる者 も、そ うでない者 もいた。恐怖 が ど

　 　の く らい広 がっ ていた のか あた しに は分 か ら

　 　ない。だって、あた しは当時 とて も忙 しかった

　 　し、 た く さんの人 間 と話 し合 う機会 なんて な

　 　かった もの。

H:な るほ ど、アンナ さん。デ ィ ヴィ ッ ド・バー タ

　 　ニ ョー リ、何 かお尋 ね したい事 はないかね?

B:マ ンザナー の銘版 について、ち ょっ と話 し合い

　 　たいのです が。あの銘版 につい ての町 の住民 の

　 一般 的な反応 につ いて話 して頂 きま したが、あ

　 　なた 自身 の ご意見 は何 も 口に され てい ない の

　 　で。

K:あ そ こに銘版 を置いたの は、とても良かった と

　 思 うわ。ほかの銘版 でよ く起 きるよ うに、誰 か

　 　が盗 んでいか なきゃいいな とだけ願 って るわ。

　 収容所 は、史跡 として登録 され るべ きよ。

B:銘 版の文言 については賛成ですか?

K:ど んな表現だか知 らないの よ。設置式 にも出な

　 　かった し、知 らないのよ。立 ち寄 って読 んでみ

　 　る機会 も今 までなかった しね。あた しがそんな

　 事 を言 うなんて馬鹿 げて るけ ど、本 当なの よ。

B:ご 覧 にな りたけれ ば、 ここに写 しが あ ります。

H:ア ンナ さん、テープに残す ので、私 が大声 で読

　 み 上げます。それ か ら、それ を広 げますか ら、

　 　コメン トを付 けて下 さい。

K:い いわ よ。

H:「 第二次大戦 の初期 に、 日系の祖 先 を持つ十一

　 万 の人 々が、1942年2.月19日 発令 の行政命令

　 九 〇六 六 に よっ て転 住収 容所 に収 監 され た。
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　 十 ヶ所 に及 ぶ そ うした強制 収容所 の最 初 の も

　　ので あったマ ンザナーは、有刺 鉄線 と監視塔に

　　よって囲われ、過 半数がアメ リカの市民か らな

　　る一万の人々 を収監 していた。ヒステ リア、人

　 種差 別及 び経 済的搾 取 の結 果 として 当地 にお

　 い て被 られ た 不正 と屈辱 が二度 と再 び現れ る

　 事のな き事 を。」

K:「 強制収容所 」(concentration　camp)と 書 くべ き

　 ではないわね。そ うじゃ なか ったんだ もの。

B:ど うい う事 で しょ うか?

K:う 一 ん、あれ は…強制収容所 な ら、恐 ろ しい苦

　 境 に陥 るわ けよ。っま りね、ヨー ロッパの強制

　 収容 所 な ら、 ただ も うす さま じくて 、み んな

　　ぎゅ うぎ ゅ う詰 めで、基本 的人権 なんてない。

　 身体 を清潔 に してお く とかそんな手段 もね。そ

　 れは、マ ンザナー にはあてはま りません。マ ン

　 ザ ナ ー は 、 戦 時 転 住 収 容 所(war　 relocation

　 center)で した。 生活条件 は、初 めは とて も悪

　 条件だ った け ど、収容所の建設が済んで、あた

　　しの話 してい る よ うに 日本 人 が 自分 達で気 持

　　ちよく住 めるよ うに工夫す る機 会 を得 ると、と

　 て も良 くな ったわ。ちっとも悪 くはなかったの

　　よ。

B:彼 らには限定 されていた けど自由が与 え られて

　 いた と感 じますか?

K:そ うね、あの人達は 自由に収容 所 を出た り入っ

　 た りは出来 なか った。魚釣 りに行 く以外 はね。

　　山に入 って魚 を釣 るのは、許 されていたわ。

B:そ の事 について、さらに詳 しく述べて頂 けませ

　 んか?

K:そ うね、他 に何 を話せ ばいいのか しら。 ほ ら、

　 小川 には鱒 がいたの よ。収容所の裏手、高地 に

　　ある湖 にも鱒がいた し。

B:彼 らは しょっち ゅ うそ こに行 っていた?

K:そ うね、多分 出 られ る時はいつ もね。

B:他 の人 達か ら耳に したのですが、日系米人のた

　　くさんの者が、ア メ リカ市民か ら護 られてい る

　　とい うので、収 容所 に入 ってい るの を喜んでい

　 たそ うですね。

K:そ の通 りね。

B:日 系米人 か らそんな感 じを受 けま したか?

K:そ うね え、 あの人達 か ら直接 じゃ あない け ど、

　 収容 所 が建設 され てか らそ の 中で 地位 につ い

　 　たあた しの友人達 か らだけはね。

B:ご 友人達がそれ につ いて あなたに話 した事 の具

　 体例 、あるい はご友人達が 日系米人達 と交 わ し

　 　た会話 を何 か ご記憶 で しょ うか?

K:そ うね、特 にこれ といって会話 を覚 えている訳

　 　じゃないけ ど、ただ、た くさんの 日本人達、 と

　 　りわけ年配 の人達 は、収容所が建設 され た後で

　 　は、これ か ら何 が起 こるか分か らない とい う恐

　 れ に打 ち克つ事 が出来 て、収容所 の中にいるの

　 　を喜 んでいたのは分 かっているけ ど。何 も彼 も

　 　か ら引き離 され て、これか ら何 が起 こるか分 か

　 　らないなんて空恐 ろ しい事 だわ よね。それ か ら、

　 考 え て い た よ りは ま し とい う事 に な っ て …

　 勿論 、自分 の家 に住む よ うな訳 にはいかなかっ

　 　たけ ど、あの人達 は とても快適 な暮 らしになる

　 　よ う工夫 した し、食べ物 も良かった し、面倒 も

　 み て貰 っていたわ。勿論 、日本人 の知的専 門職

　 　の人達 がみ んな収容 され たんだ し。学校 もあっ

　 　た し、教員 の質 も高かったわ。家具 とか着 る物

　 　とか 自分達 で作 っていたのよ。

B:あ なたは、ことの次第 によっては、同 じよ うな

　 状 況 が合 衆 国で再 び生 じ得 る とのお考 え を示

　 唆 され ま したね。

K:起 こるか もね。時 には、人 々は、経験や歴史 か

　 　ら学 ばない ものなの よ。み んなはあんな風 だか

　 　ら、パ ニ ックのボタンを押 して しま うのね。

B:公 民権運動や何 かの観点か ら考 えて、白人達 は

　 　またあんな事 を支持す る とお考 えです か?

K:そ うな らない事 を祈 るけ ど、保証 は しかね るわ。

　 　 (笑い)多 分、厳 しい言い方 かも知れ ない け ど、

　 　でも…分 か らないわね。

B:ア ーサー[・ ハ ンセ ン]が ない よ うで した ら、

　 私 には これ以上 お尋ねす る事 はあ りませ ん。

H:で は、アンナ さん、カ リフォル ニア州立大学 フ

　 　ラー トン校 日系米 人オ ー ラル ヒス トリー プ ロ

　 　ジェク トに代 わ りま して、ご協力 に大変感謝致

　 　します。私 もデ ィ ヴィ ッ ドも御礼 申 し上 げます。

　 　ご協力 と率 直なお答 え、有 り難 うござい ま した。

K:と んで もあ りませ ん。た くさんの 日系人 が、両
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　 親や祖 父母 が戦 時 中いた ところ を見 にや って

　 来て、このガ ソ リンス タン ドに立 ち寄 るわ。こ

　　こは近いか ら、行 き方 を教 えて あげ られ る。姪

　　が一人、南カ リフォルニアで 日系人 と一緒 に働

　　いてい る。そ の 日系人 は、若 い人 でね。両親 が

　 マ ンザナー にいたのね。その 日系人が何年か前

　　にここの来たの よ。イ ンデ ィペ ンデ ンスの女性

　　のヘ レン ・ガンが、収容所 で働 いていて、出来

　　るだ けの事は したのね。ヘ レンは、感 謝祭 には

　 七面鳥 を焼いて、砂漠 に持って行 って砂漠 のネ

　　ズ ミ達 に食 べ させ るよ うな感 じの人 だったわ。

　　でね、ヘ レンは 日本 人 に出来 る限 りの事 を して

　 や ったので、日本人は彼 女に敬 意 を抱いていた

　　わ。実際、 日本人 達に愛 され ていたわ。それで

　 兎 に角、彼 女は ここで結婚 したんだ け ど、夫婦

　　でサ ンフランシス コに移 ったのね。ど うい う訳

　　か、その 日系人がそれ をか ぎつ けてね。ヘ レン

　　と旦那 さんは、メキ シコ旅行 に出か けるところ

　　だ った。それで、その若 い 日系人がマ ンザナー

　　にいた こ との あ る 日系人 達 に出来 る限 り連 絡

　　を とってね。ヘ レンと旦那 さんが ロサ ンゼルス

　　に着 く と、み んな で二人 のた めに素 晴 らしい

　 パーテ ィー を開いたの よ。結婚 祝いに とい って

　 綺麗なお皿のセ ッ トも贈 ってね。とって も素敵

　　な ことに思 えるわ。ヘ レンは、ほ ら時々い るで

　　しょう、済 まない と思 った し悲 しかったので、

　　日本 人 達 を助 け るの に 出来 るだ けの 事 をす

　　るって タイプだ ったの よ。

H:ヘ レンは ご存命 です か?

K:い いえ、亡 くなったわ。

H:そ れ では、ア ンナ さん、今一度御 礼を 申 し上げ

　　ます。

(16)ベ シ ー ・K・ ペ ド ノ ー

　 　 ベ シ ー ・K・ ペ ドノ ー と の イ ン タ ビ ュ ー 。P

　 　 　が イ ン タ ビ ュ イs-一一・iのべ シ ・一一一・・K・ ペ ドノ ー 、

　 　 　 Bが イ ン タ ビ ュ ア ー の デ イ ヴ ィ ッ ド ・バ ー タ

　 　 　ニ ョー リ を さ す 。

B:ペ ド ノ ・一一一・さ ん 。 あ な た は 第 二 次 大 戦 中 に オ ー

　 　ウ ェ ン ス ・ヴ ァ レ ー に 住 ん で い た 多 分 た っ た 一

　 人 の 東 洋 人 だ っ た ん で し ょ うね?

P:そ うね。当時は母 も生 きていま した。南イ ン ヨー

　 郡 で東洋系 はあた し達 だけで した。イ ン ヨー郡

　 の北の方で は、他 に もいたか も知れ ない け ど。

B:お 父様 はご存命で したか?

P:い い えQ

B:あ なた は どの よ うに してオー ウェンス ・ヴァ

　　レー にや って来 たんです か?

P:そ うね。とて も面 白い のよ。つい こないだ、ロー

　　ンパイ ンの 内科 医で 日系人 の コバ ヤ シ博 士 と

　 話 を した ら、博士 がそれ を尋 ねてきたのよ。あ
　 　 　 　 　 　 やもめ

　 た しの母 は寡婦 で した。 子供 は二人 、姉妹ね。

　 母 は ア ドベ ンチ ス ト教会 の手伝 い を しに ロー

　 ンパイ ンにや ってきたのね。ロー ンパイ ンキャ

　 ニオンに寡婦や孤児 の家 があった し、年寄 りを

　 入れ てお くサナ トリウム もあったわ。変人 の年

　 寄 りをね。母が たまたまここに来 たのはそ んな

　 訳 よ。母 は看護婦 だったか ら、母 をこ こによん

　 だのね。

B:な るほ ど。それ じゃ、そ の時 にご家族 はオ・一一一・ウェ

　　ンス ・ヴァ レー に移 り住 んだ。あなたはその頃

　 仕 事 は持 ってお られ ま した か?　 第二次 大戦

　 中は働 いて お られ たん です か?　 差 し支 えな

　 けれ ば、お い くつ で したか?

P:第 二次大戦 中は23歳 で した。 でも、初 めてこ

　　こに来 たのは、8歳 の時 よ。

B:戦 時 中は働いてお られ ま したか?　 まだ、結婚

　　してはお られ なかった?

P:い え、結婚 してたわ。あた しは、夫 と同 じ職場

　 の滑石会社 で働 いていたのよ。その頃は、給与

　 支払 い係ね。

B:ご 自身が東洋系で、あなた は 日本人 の習慣や 日

　 本 人 の生活様 式 をほか の住 民 よ りず っ と良 く

　　ご存 じだった、そ うだった筈 に違 いない と考 え

　　るんです が。

P:そ んな こ とはないわ。あた しは 日本人 じゃない

　　もの。

B:そ うです けど、 あなたは 中国人です よ。

P:う 一ん、あた し達 は、ほ ら、孤立 していたか ら、

　 中国的な生活様式 もや っぱ り知 らないの よ。

B:お 母様 は合衆国生まれで したか?

P:ハ ワイで生まれたの よ。
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B:あ あ、それ じゃあなたは 中国人 じゃな くハ ワイ

　 の方ですか?

P:い い え、あた し達 は中国人 よ。ハ ワイ生まれだ

　　け どね。

B:お 母様 の ご両親 は中国出身 で したか?

P:と 思 うけ ど、母 は孤児 だったか ら。

B:な るほ ど、 じゃあなた は三世 とい う訳 です ね。

P:そ うい う事 にな るわね。

B:他 の人 達 と同 じよ うにア メ リカ人 な訳 です ね。

P:そ の通 り。

B:オ ー ウェンス ・ヴァ レーに10,000人 の 日系人

　 がや って来 るの を見た時 には、東洋 系 と して ど

　　うお感 じにな りま したか?

P:そ うね。 ほん とはあんま り考 えなかったわね。

　 一つだ け面 白い事が あった け ど。マ ンザナーに

　 は、 当時 日系人の女友達 がいたの よ。 だけ ど、

　 会い に行 った事は ないわね。

B:ど うい う事 で しよ うか?

P:う ・一一一・ん、 ど うや って彼 女 がそ こにい るのが分

　 かったのか覚 えて ないわ。多分、牧師 さん にお

　 話 ししてい る時 に、たまたま女友達がそ こにい

　　るのか しらと言 って しま ったのね。だ って、ロ

　 サ ンゼル スの 日系人 は あの収容所 に入 ったん

　 だ し。そ した ら、いたの よ。名 前は、グ レー ス ・

　　タカハ シ。どなたか グレースにイ ンタビュー し

　 て るか しらね。

B:多 分 して るで しょ うね。

P:グ レ・一一一・スが ど うなったか知 らないの よ。マ ンザ

　 ナー を出て シカ ゴに行 って しま ったのが、消息

　 の最後ね。

B:グ レー ス とは ど うや ってお知 り合 いに?

P:二 人 ともロサ ンゼル スの美容学校 に通っていた

　 の よ。

B:収 容 所にいた グレース に連絡は取ってみたんで

　 すか?

P:取 らなかった わね。あた し達 は、郊 外に住んで

　 た し、小 さな子供達の世話が大変でね。その頃

　 で3人 にな っていたか しら。1944年 頃 よ。

B:日 系米 人達 は、日本 がカ リフォルニア に侵 攻 し

　 た ら、 日本軍 を助 けていた と思い ますか?

P:い い え、そんな事 は しなか った わ。ほん とにそ

　　う思 うわ。

B:そ の頃 は、 ど うお考 えで したか?

P:そ うした事 をそ んなに考 えてい た とは思 えない

　 わ。だけ ど、た くさんの…そ うね、戦争 が始 ま

　　る と、滑石会社 は写真 家 にや って来 させてね。

　 丘 の上 の方 に孤 立 していた鉱 山だったか ら。そ

　 れ で、写真家が滑石会社 に勤 めていた人 間み ん

　 なの写真 を撮 って、あた し達み んなに身分証 明

　 用 のバ ッジを呉れ たわ。だか ら、何 か起 こるか

　　も知れ ない と疑心 暗鬼 だ ったか も知れ ない け

　　ど、何 も起 きは しなかったわね。実 際、そ のバ ッ

　　ジが時折 、ふ い と出て来 た りす るの よ。

B:収 容所 に入 って いた人達 のほ とん どがアメ リカ

　 市 民だった事 を ご存知 で したか?

P:勿 論です よ。

B:彼 らは不 当 に扱 われ ていた と感 じま したか?

　 彼 らは収 容所 に入れ られ て 当然 と感 じま した

　 か?　 あ なた もご主人 と同 じプ ロパ ガ ンダ に

　　さらされ てい らした。あなたの感 じ方 はご主人

　　とは異 なってお られ ま したか?

P:う 一ん、起 きたのがあんま り昔だか ら、当時 ど

　　う考 えていたのか思 い出せ ないわ。だけ ど、あ

　 の人達 は、家 も、友達 も、持 ってる物 もみ んな

　 諦 めなけれ ばな らなかったんだか ら、恐 らく間

　 違 ってる と感 じてたで しょ うね。実 際に、あの

　 人達 は、連行 され る時に、持 ち物 をかき集 める

　 暇 さえなかったのよ。その事 は、私 は、後 になっ

　 てか ら読 んだんで しょ うけ どね。だって、実際

　　に起 きた時には、日系人 を どん な風 に夜 の問に

　 連行 していったかなんて、表 に出 さなかったで

　　しょ うか らね。 あれ は全 く間違 っていたわ。

B:あ なた の受 け られた教育 につい てお 聞き してな

　 い と思 います が?

P:こ の ロ・一・ン ・パイ ンの町でハイ スクール を出た

　 わ。

B:史 跡 の銘版 …マ ンザナ・一一一・の銘版 の文言 につ いて

　 の意見 をお 聞かせ願 えます か?

P:そ うね。文言 に問題 がある とは思 わないわ。ほ

　 ん との事 なんで しょ?　 あた しには、ほん との

　 事 に聞 こえるけ どね。

B:銘 版 を置 く事について、だいぶ諄いがあ りました。
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P:誰 が諄 いなんて したのか しら?

B:日 系米人委 員会 とサ クラメ ン トの史跡 指定委員

　 会の問でです よ。

P:彼 らはほん との事 を好 まなかったの?

B:う 一ん。様 々な理 由か らですね。 きっ と。ただ

　 二っの フ レーズが…

P:「 強制 」・「収容所 」 とい う二語 が?

B:え え。その言葉 は ちょっ と厳 しかった と考 える

　 人 もい ると思います。ところで、あれは強制収

　 容所だ った とお感 じにな りますか?

P:ド イツの強制収 容所がそ うであった とい う意味

　 合いでは違 ったわ。あそ こじゃユダヤ人や何 か

　　を焼 き殺 したんで しょ?　 だ け ど、ここの人達

　　も収容所 に集 め られた し、自由に往 来 も出来な

　 かった。実 際は、あの人達 の中には、この ロー

　　ンパ イ ンの ダ ウンタ ウンに 出か けて 来た人 も

　 い く らかいた よ うだ け ど、町 中を歩 き回った り

　 は しなか ったわ。この町の住 民に 日系人が歩 き

　 回 るの を嫌 が る人 がい くらか いたん で しょ う

　 ね。収容 所の人達は、そんな ことを許 され も し

　 なか ったわ。店 の 中に入 って来た りは決 して し

　 なか ったわ。で も、多分 、必需品 を買いに来 る

　　トラ ックに乗 って来 た りして いたん で しょ う

　 ね。悪 さを しよ うとしてたなんて思 えないわ。

　 結局、あの人達 も多分収容所か ら出たかったん

　 だ ろ うし。あの人達が一度で も何か間違 い を犯

　　したなんて思 えないわね。

B:あ あい った事が また起 こ り得 る とお考 えです

　 か?

P:そ こん ところがまるで分 か らないわねえ。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 シヴィライ ズ ト

B:人 々はあの頃 よ り開 けて来た とお考 えですか?

P:い いえ。だけ ど、昔 と較べた ら、た くさんの人

　 達が、今 じゃ考 えてい ることを口にす る し、や

　　りたい ことをや ってい るわね。

B:そ れ だか ら、特定の人種やマイ ノ リテ ィー を収

　 容す るのが今 じゃず っ と難 しいだ ろ うと感 じ

　　られ るのですね?

P:そ う、も しそん なこ とを しよ うとした な ら、暴

　 動み た いな事 が起 こった りす るん じゃ ないか

　　しらね。そ うした人達の後に大 きな集 団が控 え

　 ていた ら…つ ま りね、20年 、30年 前には起 き

　 なか った事 が今 じゃ起 きて い るのを読 んで い

　　るで しょ う?

B:日 系米人連隊 について耳 にされた こ とは?

P:え え、戦後読んだ気がす るわ。多分、『ライ フ』

　 か何 か雑誌 でね。

B:戦 時 中はず っと鉱 山で働 いてお られた?

P:え え。滑石 は、戦争 に どうしても必要 な物資 な

　 のよ。高 品質 の滑石 か ら碍子 を作 るのね。今 で

　　も希少物資 よ。

B:鉱 山は も うそ こにないんです よね?

P:鉱 山はあ るけ ど、操業 していないの よ。掘 り尽

　　くされ たのね。

B:ご 協力頂 き、本 当に有 り難 うございま した。

P:ど ういた しま して。も う一つ あるんだけ ど。私

　 は、マ ンザナー収容所 とも う一つ 関わ り合い が

　　あるのよ。あそ このお 医者 さん が うちの三番 目

　 の子 を取 り上げて呉れ たのよ。

B:日 系米人の医師で したか?

P:違 うわ。イタ リア人 のお 医者 さんだったわ。陸

　 軍 の医者 だったのに違 いないわ。マ ンザナー に

　 配備 され ていたけ ど、誰 を診療 していたのかは

　 知 らないわね。

B:そ の為 に収容所 に出か けたのですか?

P:違 うの よ。子供 を取 り上 げて呉れ るはず だった

　　シ ュル ツ先 生が 、東 部 に呼び 戻 され た のね。

　　シュル ツ先 生が、マ ンザナー収容所 のそ の先生

　 が 自分 の患者 を診 るよ うに手 配 して行 った の

　　よ。

P:興 味深い話ですね。

B:本 当にね。今思 い出 した話 だけ どね。長 い間そ

　 の先生 の名前 を覚 えていたけ ど、今 は記憶 して

　 い ないわ。

P:本 当に有 り難 うございま した。

(17)フ ラ ン ク ・L・ ペ ドノ ー

　 　 　 フ ラ ン ク ・L・ ペ ドノ ー の イ ン タ ビ ュ ・一一一・。P

　 　 　 が イ ン タ ビ ュ イ ー の フ ラ ン ク ・L・ ペ ドノ ー 、

　 　 　 Bが イ ン タ ビ ュ ア ー の デ イ ヴ ィ ッ ド ・バ ー タ

　 　 　 ニ ョー リ を さす 。

B:ペ ドノ ー さ ん 。 戦 時 中 は 何 を な さ っ て い た か 、

　 教 え て 頂 け ま せ ん か?
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P:ダ ー ウィンの近 くで滑石 を掘 っていま した よ。

B:マ ンザナーがあった場所か らどの くらい離れて

　 いま したか?

P:55マ イルです。

B:収 容所 と少 しで も接触 があ りま したか?

P:ま るでなかった。

B:だ け ど、接 触のあ ったお友達 とかお られま した

　 か?　 も しいたな ら、収容所について どんな事

　 を言 っていま したか?

P:私 の知 ってい る限 り、収容所が閉 じられ るまで

　 そ こに働 いていた誰 とも話 した事 がなかった。

　 だか ら、誰かが私 に何か言ってた とは記憶 して

　 ないな。収容所 が あった間にそ こで働 いていた

　 誰 とで も、話 した記憶が全 くないですね。

B:真 珠 湾攻撃以前の あなたの 日本 人 に対す る意見

　 は どんな もので したか?

P:意 見 なんてなかったですね。私 に とって は、外

　 国の一つ とい うだ けで した よ。

B:彼 らと接触 はあ りま したか?

P:い いや。ああ、おた くの言ってい るのは、ア メ

　　リカ生まれの 日本人(the　native　Japanese)、 市民

　 権 を持 った 日本 人(the　 citizen　Japanese)の こ

　　と?

B:そ う、日系のア メ リカ人(the　Japanese　Americans)

　 ですね。

P:な いな。そち らともま るで接 触がなかったです

　　よ。

B:ず っとオー ウェンス ヴァレs-一一・iに住んで こ られた

　 のですか?

P:い いえ、 ここに住 んで35年 経 ちます。 いや、

　 37年 かな。

B:連 中が ヴァレーに収容所 を設置 して10,000人

　　もの 日系人 を移 そ うとしてい るこ とを知 って、

　 最初 に何 を考 えま したか?

P:ど う思 ったか覚 えてい ませ んね。いずれにせ よ、

　 私 に大 した印象 を与 えなか った と思 うよ。

B:我 々は 日本 と戦争 中だった。怖 くあ りませんで

　　したか?

P:ど うして怖 が らな け り・やな らんか ったのかい?

　 我々 は山の 中にいた。我々の知ってい るところ

　 では、合衆国陸軍が収容所 を警備 していた。怖

　　くはなかったね。思 うに、そん な感情 はこれ っ

　 ぽっち もなかった。あれだ けの人 間が ヴァ レー

　 に移 され るんだ か らち ょっ とは興 奮 はあ った

　 だろ うが、それ以 上のものではなかったな。

B:日 本軍がカ リフォルニア を侵略 した ら、日系米

　 人 は手 を貸 した とお考 えです か?

P:い いや。

B:第 二次大戦 中の 日系米人部 隊、442部 隊につい

　 て知 ってお られ ます か?　 これ まで聞 かれ た

　　ことはおあ りです か?

P:た くさん聞か された よ。

B:と ても勲章 を授 かるこ との多 かった部 隊で した。

P:読 んだ ところ じゃ、 とてっ もな く立派 な部 隊

　 だった よ うだね。陸軍全体 の中で も、一番死傷

　 者 が多 かったん じゃなかったかい?

B:そ の通 りです。それ に、どの部 隊よ りも勲章 を

　 た くさん貰 いま した。そ の事 が、収容 され てい

　　る 日本人 に対 す るあ なたの意 見 に少 しで も影

　 響 を与 えま した か?　 それ につい て耳 に した

　 時 に 、 日系人 を収容 所 に入れ てい た事 が正 し

　 かった とお思 いで したか?

P:そ れ につい ちゃ、いつ考 えが変 わったか分 か ら

　 ないんだ よ。

B:今 では、間違 っていた と感 じてお られ る?

P:勿 論、今 じゃそ う思 ってい るよ。だけ ど、遡 っ

　 て、この月 に とかこの年 に考 えを変 えたんだ と

　 正確 に指摘す るこ とが出来 ないんだ よ。 ほ ら、

　 30年 か もっ と前 の ことを話 してい る訳だか ら

　 ね。そんなに前 のこ とを思 い出す のは、厄介 だ

　 ろ う?

B・ 厄介で しょうね、ええ。(笑 い)マ ンザナー の

　 歴 史 的銘 版 に記 され た 文言 につい て の ご意見

　 をお 聞かせ願 えませ んで しょ うか?

P・ 良いん じゃないかな。

B:あ れは実際 に強制収容所(concentration　 camp)

　 だった とお考 えです か?

P:勿 論 さ。強制収容所 だった。疑 う余地 はないよ。

　 疑 問 の出 る訳 で もあ るかい?　 とて も狭 い地

　 域 に、10,000人 もの人 間が 閉 じ込 め られ たんだ。

　 鉄条網 に囲まれ てね。警備兵 がいた。サーチ ラ

　 イ トがあった。監獄 と呼べ ないのは、中に家 が
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　　あった こと、窓に鉄 の棒が渡 してなか ったか ら

　　さ。それ を除 けば、閉 じ込めてお くた めの もの

　 がみな揃 っていた よ。連 中は、狩 り集 め られた

　 んだ し、 あれ は収容所だ った。

B:憶 測 で結構 です が、あなたは あんな事が合衆国

　 でまた起 きる とお思いですか?

P:思 います よ。

B:同 様 な状況 下で?　 どの よ うな状況 下 でです

　 か?
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さ　き

P:ど んな状況 にな るかは分 か らない よ。将来の こ

　　とを考 え られ るな ら…今 は、も しかす ると潜在

　 的 には当時 と同 じ状況 であ るのか も知れ ない。

　 人間ての は変わ らんか らね。

B:ア メ リカ人がまたパニ ックを起 こす とお考 えで

　　しよ うか?

P:思 います ね。

B:今 日の個人 の 自由や公 民権運動 を眺めて も、そ

　 れで も再び起 こ り得 る とお考 えですか?

P:人 間のや ることに変化があ ろ うとは信 じてお ら

　 ん よ。第一次大戦 中は、殆 ど同 じよ うな ことを

　　ドイ ツ人 に対 してや った。連 中を強制収容所に

　 入れ は しなか ったが、見下 したんだな。脅か し

　 た し、笑い者 に した。店は不買運動に さ らされ

　 た しね。で 、今度 は次の戦争 が起 き ると、 日本

　 人 に何が起 きたか さ。 ドイ ツ人 も、第二次大戦

　　中には散 々な 目に会わ された よ。強制収容所に

　 は入れ られなか ったが、第一次大戦 中に受 けた

　 の と同 じ仕打 ちを大分 されたね。遡 って、 ドイ

　　ツ人 の こ との聴 き取 りなんか はまだ して いな

　 いのかい?

B:ほ んのち ょっ とですね。 どうも、本 当に有 り難

　　うございま した。

P:こ れ で私 に会 いに来 た用 は足 りたかい?

B:え え。十分 です。有 り難 うございま した。

考察 と結語

　一 組 の夫 妻 と一人 の女 性 が 本稿 のイ ン タ ビュ

イーであ る。夫妻の妻の方 が中国系であ る。 尤 も、

彼女 に して も、自分 が、日本人 と同 じアジア人なの

だ と い う意 識 を 持 っ て い る 訳 で は な い 。

(15)で 取 り上 げ た ア ン ナ ・ケ リs-一一・iは、OHCに よ

れ ば 、1910年 頃 の 生 ま れ 。 収 容 所 建 設 当 時 は 、 保

険 会 社 の 応 急 手 当 係 で あ っ た 。 イ ン タ ビ ュ ー は 、

アs-一一・iサ・一一一・・A・ ハ ン セ ン とデ ィ ヴ ィ ッ ド ・J・ バ ー

タ ニ ョー リ に よ っ て 、1973年12月6日 、 カ リ フ ォ

ル ニ ア 州 イ ン デ ィ ペ ン デ ン ス 、エ ドワ ー ドス ト リー

ト6345に あ る ケ リ ー の 自 宅 で 行 わ れ た 。50分 の

テ ー プ 他 が 残 さ れ て い る 。

　 ま た 、 ア ン ナ ・ケ リ ー の イ ン タ ビ ュ ー 頁 中 に は 、

"Some　 Sidelights　 On　 the　Entire　Valley　Proj　ect"と タ イ

トル の 付 い た 新 聞 記 事 の 切 り抜 き(1942年3.月6

日付 け 『イ ン ヨ ー ・イ ン デ ィ ペ ン デ ン ト』 紙 付 録 か

ら)が 挿 入 され て い る 。Japanese　 Reception　 Center

と い う語 が 、 文 中 に 用 い られ て い る 。

木曜4時30分 に連邦土木局で入札 され る、提案 さ

れてい るマ ンザナーの 「日本人受 け入れセ ンター」

(Japanese　 Reception　 Center)の 前 見積 も りで 、

6,300,000フ ィー トの木材 を必 要 とす るこ とが判 明

した。 引き渡 しは、30日 以内に完了 されね ばな ら

ず、木材の運搬 のみで も、次 のよ うなものを伴 うこ

とにな る。

1)木 材 運搬 には、平均 してま るま る18ト ンの荷

　 を運べ る トラ ックない し トレイ ラーが500台 必

　要 とな る。

2)鉄 道で運 ぶ とな る と、一 車輌 あた り平均 して

　25,000フ ィー ト載せ られ るとして252輌 必要 とな

　 るが、これ は長 さに して2マ イル を超 える列車 に

　な る。

3)6,300,000フ ィー トの木 材 を使 えば 、広 さ2

　 フィー トの板敷 きの歩道 を、マ ンザナー受 け入れ

　セ ンター か らニ ューメ キシ コ州 ギ ャロ ップ まで

　敷 けることにな る。

木材 だ けでな く、屋根 を葺 いた り建設 に使 うペー

　　　パイ プ、電気製 品、衛 生設備 、金物類、サ ッ

シや ドア、釘 な どが、相応 に必要 になって くる。例

えば、釘だ けで も、お よそ2,100ケ ッグ[keg;釘

を入れ る樽、重量単位 としては100ポ ン ドに相 当す

るとされ る…池 田註]、 総計105ト ンに達す る。
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　 なお、(15)の アンナ ・ケ リーのイ ンタビュー 中に

は、以下の ような部分がある(Bは 、イ ンタビュアs-一一・i

のバー タニ ョー リ。Kは 、イ ンタビュイーのケ リー)。

B:他 の人 達か ら耳に したのですが、日系米人のた

　　くさんの者 が、ア メ リカ市民か ら護 られてい る

　　とい うので、収 容所に入 ってい るの を喜んでい

　　たそ うですね。

K:そ の通 りね。

　 これ は、「『ジャ ップの収容所』紹介一 第皿部」の

末尾 に、 「付記」 として記 した以 下の文 章に も通 じ

る。

　 … 日系人 の強制収容 を、真 珠湾後の合 衆国社会か

らの 日系 人へ の憎 悪や迫 害 か ら護 るためで あった

とす る 「合 理化」(本 稿 でブラン ソン も 「それ に一

つには彼 ら自身 の安全 のため もあったんだね」と述

べ てい る)は 、現在 も一般 のアメ リカ市民 の問 に

屡 々見受 け られ る。これ は、日系人の側 か らも発 せ

られ るが、以下 にその好個 の例 を紹介す る。 但 し、

日系人 の側 か らの発言 が、上 の 「合理化」を直 ちに

正 当化す るもの とは勿論 な らないであろ うが。

　 ・早 く、キャンプに、行 きたかった。

　 イ ノチが、あぶない。 マ ゴマ ゴしてはおれ ん。

　石を、なげられて、窓のガラスが、みんな、われた。

　 このヤ ロー と、お も一たが、 ど一に もな らん。

　汗 ミズた らした、畑 のこ とを、かんが える と、涙

　 がで た。 …

　 ・1942年5月15日 、よ一や く、カ リホーニヤの、

　 日系人 は、汽車 に、乗 って、行 った。

　私 らは、オー シャンサイ ド駅 か ら乗 った。行 先は、

　 ワカ ラナイ。

　汽車 には、黒いカーテ ンが、つ けて、あ るか ら、

　外 は、見 えない。 …

(新藤兼人 の実姉 は、開戦時カ リフォルニア州エ ン

シニタス(Encinitas)在 住で あった。戦後 に新藤 に

姉 か ら寄せ られ た手紙 か ら引用。新藤兼 人 『祭 りの

声一 あるア メ リカ移民 の足跡 一』岩波書 店 、昭和

52年 、所収)

　 ただ し、『共立薬科大学雑誌』本 号に所収 の 『山

形 か らの一 北米移 民一デー タ、娘 と次男の回想 及び

自筆所感一 』、その 「本文」 中のくアイ リス ・フク

タキ夫人(Mrs.　 Iris　Fukutaki)に よる回顧 一その2

〉 の 中 に 、下 の よ う な 痛 烈 な 一 文 が 挿 入 され て い る

こ と に も 思 い を 馳 せ る べ き で あ ろ う。

　 … 日系 人 は 、彼 ら 自身 の 安 全 の た め に 収 容 され た

の か も 知 れ な い よ と い う説 明 が よ く 聞 か れ た も の

で す 。私 自身 の 経 験 か ら言 え ば 、見 張 り塔 に 立 つ 哨

兵 は 、鉄 条 網 の 外 に で な く、私 た ち に 銃 を 向 け て い

ま した 。 …

　 (16)で 取 り上 げ た べ シ ー ・K・ ペ ドノ ー は 、

OHCに よ れ ば 、1919年 の 生 ま れ 。 三 世 の 中 国 人 で

あ る 。 イ ン タ ビ ュ ー は 、 デ ィ ヴ ィ ッ ド ・J・ バ ー タ

ニ ョー リ に よ っ て 、1973年10 .月4日 、 カ リ フ ォ ル

ニ ア 州 ロ ー ン パ イ ン の フ ラ ン ク ・L・ ペ ドノ ー とべ

シ ー ・K・ ペ ドノ ー 夫 妻 の 自 宅 で 行 わ れ た(郵 便 は

Box　 455,　Lone　 Pine,　Califbrnia,93345)。 ベ シ ー ・K・

ペ ドノ ー に つ い て は 、15分 の テ ー プ 他 が 残 され て

い る 。

　 (17)で 取 り上 げ た フ ラ ン ク ・L・ ペ ドノ ー は 、

OHCに よ れ ば 、1915年 頃 の 生 ま れ 。 フ ラ ン ク は 、

コ ー ケ イ ジ ァ ン で あ る 。 イ ン タ ビ ュ ー は 、 デ ィ

ヴ ィ ッ ド ・J・ バ ー タ ニ ョー リに よ っ て 、1973年

10.月4日 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 ロ ー ン パ イ ン の フ ラ

ン ク ・L・ ペ ドノs-一一・iとべ シs-一一・i・K・ ペ ドノ ー 夫 妻 の

自 宅 で 行 わ れ た(郵 便 はBox　 455,　 Lone　 Pine,

California,93345)。 フ ラ ン ク ・L・ ペ ドノ ー に つ い

て は 、10分 の テ ・一一一・プ 他 が 残 され て い る 。

　 2004年9.月ll日 、12日 に 立 教 大 学 で 開 か れ た

JOHA(Japan　 Oral　History　Association)第2回 大 会 は 、

基 調 講 演 者 と して アs-一一・iサs-一一・i・A・ハ ン セ ン 教 授 を 招

い て 行 わ れ た(同 大 会 に は 、Densho:The　 Japanese

American　 Legacy　 Projectを 主 催 す る 、 日系 三 世 の

Mr.　 Tom　 Ikedaも 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 講i師 と し て 参

加 さ れ た)。 手 許 のhandoutを 眺 め る と 、 ハ ン セ ン

教 授 の 力 強 い 語 り 口 が 甦 っ て く る 。 ま た 、ハ ン セ ン

教 授 と個 人 的 に 話 す 機 会 が 、二 回 に わ た っ て 得 られ

た の は 幸 運 で あ っ た 。更 に 嬉 し い こ と に 、"Camp　 and

Community"のrevised　 editionが ち ょ う ど 印 刷 中 だ

か ら と言 わ れ 、帰 国 し た 後 早 速 二 冊 も 送 っ て 下 さ っ

た 。 旧 版 と比 べ て 内 容 に 大 き な 差 は な い が 、新 版vi

頁 の`Note　 to　the　2004　Edition'か ら 引 用 す れ ば 、 以

下 の よ うな 点 が 異 な っ て い る と言 え よ う。

　 ・・Camp　 and　 Communityの こ の 版 か ら得 られ る 情
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報 は、実際には、1977年 版 か らと同 じだ と言 える。

一番 の差 は
、今 では時代錯 誤 的にな って しまった

"Publisher's　Note"を 削除 した ことだ
。修正 した点 と

して は、最 も重 要な ものは、迂 闊 にも省 略 して し

まっていたオー ウェンス ・ヴァレーの地図 と、索引

[6頁 にわた ってい る。 人名 、地名 、事 項等 が、

subentryま で用いて記載 されてい る…池 田注]と を

付 した こ とであろ う。他 に 目につ くもの としては、

数枚 写真 を入れてみた こ と、表紙 のデザイ ンを変 え

た こ と、初版 の書評家 による好意的 な宣伝文 を裏表

紙 に並べた こ とで あろ うか。…

　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 (2005.3.31)
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